
ごあいさつ

本会議に加え、常任委員会もインターネット中継（ライブ・録画）を始めます。どうぞ、ご覧ください。 国立市議会 検索

3月議会（第1回定例会）にお越しください
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本会議

本会議

本会議本会議

※本会議本会議

本会議
一 般 質 問

予 算 特 別 委 員 会 （ 4 日 間 ）

総務文教
委員会

建設環境
委員会

福祉保険
委員会

議会運営
委員会

開会時刻：午前10時の予定です。
請願・陳情の〆切：2月19日（金）正午までに議会事務局へご持参ください。
なお、提出を希望される方は、書式等のご案内がありますので、早めに議会事
務局へお問い合わせください。
日程は変更になることがありますので、市のホームページでご確認ください。
※審議の状況により、本会議の最終日は変更する場合があります。

成人式(1月11日)成人式(1月11日) どんど焼き(1月11日)どんど焼き(1月11日)

出初式(1月10日)出初式(1月10日)

谷保天満宮 初詣谷保天満宮 初詣

Topics
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平成28年（2016年）2月５日

第4回定例会

議長
　中川 喜美代

副議長
　稗田 美菜子

市民生活の安定と向上のために、その機能と役割を果たし、
市民の皆様に信頼される市議会を目指します。

2月27日に 土曜議会 を開催します。市長施政方針に対する会派代表質問を行います。

くにたち 新春の風物詩くにたち 新春の風物詩

新しい正副議長が就任しました
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  自転車安全条例が改定され、自転車対策審議会 が
発足します ［第73号議案→2面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  一般会計補正予算が可決し、谷保駅エレベーター
工期が延長し、国立駅周辺整備基金への積み立て
が増え、中央線高架下に保育園が新設されます

　　 ［第75号議案→3面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国民健康保険の税収不足と医療費支出増加分を、
一般会計から補てんしました［第76号議案→２面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国立駅北口駐輪場の国分寺市との共同利用が解除
されました［第82号議案→３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  教育委員１名と人権擁護委員１名が再任されました
［第87・88号議案→３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  平成26(2014)年度の全会計決算を認定しました
［認定第１号～５号→４・５面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  婚外子差別撤廃に関する陳情を採択し、マイナン
バー関連の陳情２件を不採択としました［→３面に
結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  地方税財源の拡充を求める意見書を可決し、他２
件の意見書は否決されました［→３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  ３つの常任委員会が市外への視察を（10月）、議
会全体で研修会「地方議会の運営と活性化」を行
いました（11月９日）［常任委員会視察の報告は→HP
「くにたち市議会（冊子）」をご覧ください。］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  12月議会を市立小学校６年生全クラスが傍聴しま
した

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  ４月改選後初めて、市民と議会の意見交換会を開
催しました［→最終面に報告］
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議会運営委員会(委員長：小口俊明　副委員長：高原幸雄　委員：石井伸之、髙柳貴美代、石井めぐみ、藤田貴裕 )

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
国
民
健
康
保
険
税
歳
入
が
約
１
億

800
万
円
減
っ
た
理
由
は
。

答
被
保
険
者
の
減
少
と
課
税
所
得
の

減
少
で
７
千
万
円
。
Ｈ
26
年
度
の
歳

入
不
足
分
の
振
替
え
で
3
千
800
万
円
。

問
多
摩
26
市
に
お
け
る
国
立
市
の
国

民
健
康
保
険
医
療
費
の
順
位
は
。

答
Ｈ
26
年
度
実
績
で
一
人
当
た
り
約

29
万
円
。
26
市
中
24
位
で
あ
る
。

問
３
億
円
の
繰
入
れ
が
ど
れ
だ
け
大

変
な
事
か
、
認
識
を
問
う
。

答
市
財
政
へ
の
影
響
は
必
至
と
認
識

し
て
い
る
。
危
機
対
応
を
後
回
し
に

す
る
と
５
年
後
10
年
後
に
後
悔
す
る
。

財
政
破
綻
し
た
夕
張
市
の
極
端
な
例

を
見
る
と
、
破
綻
後
に
は
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
真
っ
先
に
切
ら
れ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
１
万
９
千
人

の
市
民
も
大
切
だ
が
、
残
る
５
万
６

千
人
の
市
民
、
つ
ま
り
市
民
７
万
５

千
人
全
体
の
福
祉
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問
い
つ
の
時
点
で
３
億
円
の
補
正
予

算
を
組
む
必
要
性
を
認
識
し
、
ど
の

段
階
で
決
定
し
た
の
か
。

答
10
月
９
日
に
上
半
期
の
医
療
費
実

績
が
確
定
し
た
。
11
月
２
日
に
補
正

予
算
の
理
事
者
調
整
を
受
け
、
11
月

11
日
に
補
正
予
算
の
決
裁
を
取
っ
た
。

問
10
月
初
旬
の
決
算
特
別
委
員
会
の

段
階
で
い
く
ら
足
り
な
い
と
認
識
し

た
か
。

答
前
年
度
へ
振
替
え
た
３
千
800
万
円

は
不
足
す
る
と
の
認
識
は
あ
っ
た
。

医
療
費
総
体
で
巨
額
な
赤
字
が
出
る

と
の
認
識
ま
で
は
な
か
っ
た
。

問
一
般
被
保
険
者
高
額
医
療
費
７
千

900
万
円
が
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
（
分
類
）
は
。

答
大
分
類
上
位
５
位
は
上
か
ら
、
循

環
器
系
疾
患
、
悪
性
新
生
物
、
肝
臓

及
び
泌
尿
器
系
疾
患
、
精
神
及
び
行

動
障
害
、
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織

の
疾
患
。

「
委
員
会
と
し
て
３
億
円
の
繰
り
入

れ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
分
析
や
調

査
を
行
う
中
で
説
明
が
受
け
ら
れ
る

時
間
的
な
余
裕
も
必
要
で
あ
る
。」
と

の
理
由
で
委
員
間
討
議
を
求
め
る
動

議
が
出
さ
れ
た
が
、
採
決
の
結
果
、

否
決
さ
れ
た
。

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
３
億
円
の
根
拠
が
あ
る
以

上
、
繰
入
れ
は
悪
く
は
な
い
。
料
金

改
定
の
諮
問
の
際
、
財
政
分
析
や
加

入
者
の
生
活
実
態
な
ど
調
査
が
な
い

事
が
問
題
。
日
程
が
拙
速
だ
。

【
反
対
】
３
億
円
の
値
上
げ
を
厳
し

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
諮
問
は
あ
り
得

な
い
。
日
本
全
体
の
問
題
な
の
で
広

域
化
ま
で
一
般
会
計
の
税
金
を
使
い

な
が
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
賛
成
】
一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん

は
よ
く
な
い
が
、
予
防
医
療
に
期
待
。

健
康
を
支
え
て
医
療
費
を
抑
え
る
事

を
求
め
る
。

【
賛
成
】
高
額
医
療
費
が
増
え
た
理

由
の
詳
し
い
分
析
を
す
る
事
が
必
要

だ
。

【
賛
成
】
国
保
財
政
が
切
羽
詰
ま
っ

て
い
る
事
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

【
賛
成
】
財
政
の
問
題
で
も
あ
る
が

命
の
問
題
。
健
康
施
策
の
面
か
ら
も

正
確
な
分
析
が
必
要
だ
。
健
康
保
険

制
度
維
持
に
む
け
た
細
や
か
な
対
策

を
要
望
す
る
。

市
当
局
か
ら
の
補
足
説
明

　

本
条
例
案
は
、
自
転
車
に
関
す
る

施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
自
転
車
対
策
審
議
会

を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

審
議
会
の
設
置
と
組
織
に
つ
い
て
は

現
行
の
第
16
条
中
の
国
立
市
交
通
安

全
対
策
審
議
会
を
変
更
し
、
新
た
に

国
立
市
自
転
車
対
策
審
議
会
を
設
置

す
る
も
の
で
、
審
議
会
の
組
織
等
は

　

１
学
識
経
験
者

　

２
交
通
事
業
者
の
代
表
等

　

３
関
係
行
政
機
関
の
職
員

　

４
公
募
で
選
出
さ
れ
た
市
民

　

５ 

前
各
号
に
揚
げ
る
者
の
ほ
か
、

関
係
団
体
等
の
代
表
者

以
上
の
10
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
と

し
、
委
員
の
任
期
は
２
年
と
す
る
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
新
た
に
自
転
車
に
特
化
し
て
審
議

会
を
た
ち
あ
げ
る
と
い
う
事
だ
が
、

な
ぜ
こ
の
時
期
に
た
ち
あ
げ
る
の
か
。

答
現
在
、
交
通
安
全
対
策
審
議
会
は

自
転
車
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
国
交
省
と
警
察
庁
が
連
携

し
た
自
転
車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
国
立
市
で
も
自
転
車

駐
車
場
整
備
や
放
置
自
転
車
対
策
を

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
転
車
対

策
審
議
会
を
設
置
す
る
に
至
っ
た
。

問
今
回
の
審
議
会
委
員
だ
が
、
ど
ん

な
人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
交
通
事
業
者
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
を
想
定
、
関
係
団
体
に
つ
い
て

は
商
工
会
、
自
転
車
商
組
合
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
と
い
っ
た
と
こ
ろ

を
想
定
し
て
い
る
。

問
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
け

る
、
自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
啓
発
も
含

ま
れ
る
の
か
。

答
現
在
も
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
が
、
今
後
も
関
係
部
署
と
協
力

し
な
が
ら
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
審
議
会
設
置
に
際
し
て
、
総
予
算

で
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
予
定
か
。

答
委
員
の
報
酬
は
９
千
100
円
で
あ
る

が
、
具
体
的
な
計
画
を
作
る
過
程
で

調
査
費
、
委
託
費
が
必
要
で
あ
れ
ば

計
上
し
て
い
く
。

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
立
て

て
い
る
の
か
。

答
具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
と
考

え
て
い
る
。

問
審
議
会
の
委
員
の
中
に
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
に
も
駐
輪
場
の

整
備
を
し
て
も
ら
う
の
か
。

答
附
置
義
務
と
い
う
中
で
は
難
し
い

と
こ
ろ
だ
が
、
放
置
自
転
車
対
策
と

し
て
Ｊ
Ｒ
に
は
要
望
し
て
い
き
た
い
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
予
算
も
か
か
っ
て
く
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
効
果
の
出
る
審
議

会
で
あ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

【
賛
成
】
審
議
会
が
建
議
で
き
る
よ

う
要
望
す
る
。

【
賛
成
】
市
内
で
自
転
車
が
安
全
か

つ
有
効
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

【
賛
成
】
自
転
車
利
用
者
の
意
見
を

し
っ
か
り
取
り
入
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

自
転
車
安
全
利
用
促
進
条
例
の
一
部
改
正
案
を

自
転
車
安
全
利
用
促
進
条
例
の
一
部
改
正
案
を

審
査
し
ま
し
た

審
査
し
ま
し
た  

〔
可
決
〕

〔
可
決
〕

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た

審
査
し
ま
し
た  

〔
可
決
〕

〔
可
決
〕

建設環境委員会での報告建設環境委員会での報告
○家庭ごみ有料化についての最終答申について
　⇒ 最終答申では、有料の対象：「燃やすごみ」「不燃ごみ」「容器包装プ
ラスチック」の３種、料金体系は「単純従量制」、徴収方法は「指定
ごみ袋」で１リットルあたり2円、収集方法は個別収集に変更などが
報告された。

○循環型社会形成推進基本計画の改訂についての最終答申について
　⇒ 循環型社会形成に向けた４つの柱と具体的な減量等の数値目標を設け、
計画実施に向けて具体的な施策に重点項目を含んだ活動内容などが報
告された。

○矢川公共用地（都有地）活用計画の検討状況について
　⇒ 矢川複合施設を計画している公共用地が更地になるのが平成31年６
月ごろになることなどが報告された。

○ 国立駅東側高架下市民利用施設に関する国分寺市との相互利用について
　⇒ 国分寺市と国立市で共同実施する機能は、市民サービスコーナー、図
書の貸し出し返却機能。国立市独自で実施する機能は会議室、女性等
相談機能を想定している。施設整備費は概算で２億6200万円で負担
し、国立市と国分寺市で２対１の割合。平成29年に整備工事、平成
30年に施設オープンを予定していることが報告された。

総務文教委員会での報告総務文教委員会での報告

福祉保険委員会での報告福祉保険委員会での報告

○オンブズマン制度審議会について
　⇒ オンブズマンの定数は２名、資格要件は弁護士などを想定、任期は６
年を上限とし、申し立てについては原則書面とするが状況に応じて口
頭での申し立ても認めていくことなどが報告された。

○第５期基本構想と第５期基本構想
　第１次基本計画策定状況について
　⇒ 政策の柱として、次世代の育成、
安心・安全の確保、国立ブラン
ドの確立の３点を挙げた。それ
らに基づき基本計画では９つの
政策の中に32の基本施策を設け
たことが報告された。

○ （仮称）健全な財政運営に関する
条例の骨子案について
　⇒ 健全で規律ある財政運営の確保を図り住民福祉の向上に寄与すること
を目的とし、財政運営上の基本原則を収支均衡、財政の弾力性の確保、
計画的な財政運営、情報公開、行政サービスの質的向上の５つとした。
財政運営指標として経常収支比率、地方債残高比率、特定目的基金を
含めた実質単年度収支等を公開していくことなど
が報告された。

○人事評価結果に基づく給与等への処遇反映について
　⇒ 平成27年度の評価結果を平成28年度の６月期の
期末勤勉手当から行い、苦情処理については苦情
処理委員会も設置し、公平性の確保を行なってい
くことが報告された。

次世代の育成

安心・安全 国立ブランドの確立

まちづくりの目標
学び挑戦し続けるまち
　　　　　ともに歩み続けるまち
　　　　　　　　　　培い育み続けるまち
　　　　　　文教都市くにたち

○第三次 こども総合計画の素案について
　⇒ 基本方針を子育ち支援、子育て支援、地域支援とした。国立市として特色あるものとして、
子どもの発達総合相談支援事業の充実、インクルーシブ教育の推進、外国籍の生徒への学
習支援の充実、あらゆる事件・事故から子どもを守るまちづくりの推進などが報告された。
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会　派　（　）は所属議員数
（自由民主党・明政会の議員数は、議長を除く数）

自
（6）

新
（4）

共
（3）

公
（3）

風
（2）

社
（1）

こ
（1）

み
（1）

議　案　等　と　審　議　結　果
平成27年第4回定例会 平成27年（2015年）12月1日～12月21日 議

決
結
果議　案　名

○…可決、採択　　×…否決、不採択　

会派略称
自＝自由民主党・明政会（青木健・石塚陽一・大和祥郎・石井伸之・髙柳貴美代・大谷俊樹・遠藤直弘）　新＝新しい議会（藤江竜三・稗田美菜子・石井めぐみ・渡辺大祐）
共＝日本共産党（高原幸雄・尾張美也子・住友珠美）　公＝公明党（小口俊明・中川喜美代・青木淳子）　風＝緑と自由の風（重松朋宏・関口博）
社＝社民党（藤田貴裕）　こ＝こぶしの木（上村和子）　み＝みらいのくにたち（望月健一）
※12月21日の本会議で議長の就退任があったため、所属議員数は自由民主党・明政会（7）、公明党（2）に変わりました。

市　

長　

提　

出　

議　

案

予　

算

第74号 平成27年度国立市一般会計補正予算（第4号）案
約74万円を増額し、総額を約303億6,983万円とする。第80号議案に関わる自動車事故賠償金など。 〇 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第75号
平成27年度国立市一般会計補正予算（第5号）案
約7億8,463万円を増額し、総額を311億5,447万円とする。国立駅周辺整備基金の積み立て、国保会計の赤字補てん、
中央線高架下保育園の新設補助、職員時間外勤務手当、谷保駅エレベーター設置工期延長など。

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

第76号
平成27年度国立市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）案
約3億549万円を増額し､ 総額を約88億5,763万円とする。保険税収入減､ 保険医療費支出増､ 一般会計からの補て
んなど。

〇 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

第77号
平成27年度国立市下水道事業特別会計補正予算（第3号）案
1億940万円を増額し、総額を約29億5,061万円とする。国立市内の下水処理場で立川市の下水処理を始めるにあた
り、立川市から支払われる清算金（14億円を10年分割払） を下水道事業基金に積み立てることなど。

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第78号 平成27年度国立市介護保険特別会計補正予算（第4号）案
約419万円を増額し､ 総額を約51億4,582万円とする。介護給付費の増額､ 地域支援事業費の減額など。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第79号 平成27年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）案
約46万円を増額し、総額を約15億6,297万円とする。還付金の増額など。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決　

算

認定１号 平成26年度国立市一般会計歳入歳出決算(継続審査分） 認定 ○ ○ × ○ × × × ○

認定２号 平成26年度国立市国民健康保険特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ ○ × ○ × ○ × ○

認定３号 平成26年度国立市下水道事業特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

認定４号 平成26年度国立市介護保険特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定５号 平成26年度国立市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算（継続審査分） 認定 ○ ○ × ○ × ○ × ○

条　
　
　

例

第63号
国立市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例案
マイナンバー法に基づき、これまでどおり庁内での個人情報の連携ができるようにするため、マイナンバーが付い
た個人情報（特定個人情報）の利用事務を定める。

〇 ○ ○ × ○ × × × ○

第64号 国立市下水道事業基金条例案
下水道施設の老朽化対策に必要な財源を確保するため、基金を設置する。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第65号 公聴会参加者等の実費弁償条例の一部を改正する条例案
農業委員会法の改正に伴い、条例の字句を整理する。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第66号 国立市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例案
地方公務員共済組合法の改正（共済年金と厚生年金の一元化）に伴い、条例の字句を整理する。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第67号 国立市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例案
地方公務員共済組合法の改正（共済年金と厚生年金の一元化）に伴い、条例の規定を整備する。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第68号 国立市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例案
地方税法の改正に伴う、市税の猶予制度の改定、減免申請期間の延長、たばこ税の増税など。 〇 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第69号 国立市保育の必要性の認定の基準に関する条例の一部を改正する条例案
職業能力開発促進法の改正に伴い、条例の字句を整理する。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第70号 国立市高齢者在宅サービスセンター条例の一部を改正する条例案
生活保護基準の変更に伴うセンター利用料免除の特例延長、介護保険法の改正に伴う規定の整備など。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第71号 国立市介護保険条例の一部を改正する条例案
介護認定審査会委員の負担軽減のため定数を増やし、市税条例改正に伴い保険料減免の申請期限を延長する。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第72号 国立市消防団に関する条例の一部を改正する条例案
女性消防団員の活動を充実させるため、定数を2名増の126名（うち女性9名）とする。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第73号 国立市自転車安全利用促進条例の一部を改正する条例案
自転車施策を総合的に推進するため、新たに自転車対策審議会（10名）を設置する。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

第80号 庁用車（児童館車） の交通事故に係る和解について
平成23年（2011年）11月の交通事故で負傷した同乗職員への損害賠償金として、国立市が約74万円を支払う。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第81号
公の施設の区域外設置及び他の団体の公の施設の利用に関する協議について
立川市の下水幹線を国立市内に埋設し、立川市錦処理区と国立市青柳処理区の下水を北多摩二号水再生センターま
で送水する。工費は両処理区の面積割合で両市があん分して負担する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第82号 国立駅北口自転車駐車場管理運営に関する協定の解除について
国分寺市営の国立駅北口駐輪場が３月末に廃止（民営化）されるため、協定を解除する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指
定
管
理

者
の
指
定

第83号～
　第86号

国立市障害者センター、くにたち心身障害者通所訓練施設あすなろ、くにたち北高齢者在宅サービスセンター、
くにたち福祉会館の指定について
国立市障害者センター、くにたち心身障害者通所訓練施設あすなろ、くにたち福祉会館は社会福祉法人国立市社会
福祉協議会を、くにたち北高齢者在宅サービスセンターは社会福祉法人弥生会を指定管理者とする。指定期間は平
成28年（2016年）4月1日から平成33年（2020年）3月31日まで。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事
第87号 国立市教育委員会委員の任命に伴う同意について

　城所久恵さん(2期目・元第六小学校PTA会長)     　任期：平成28年(2016年)1月1日から2年間 同意 無記名投票　　投票総数：21票
　同意：21票　不同意：0票

第88号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　岸 勝利さん(2期目・元東京都職員(心理職))    　任期：平成28年(2016年)4月1日から3年間 同意 無記名投票　　投票総数：21票

　同意：21票　不同意：0票
議長選挙について
単記無記名投票により、中川喜美代議員が当選した。

【議決結果】投票総数　22票
　中川喜美代：19票　無効票：3票（うち白票3票）

副議長選挙について
単記無記名投票により、稗田美菜子議員が当選した。　

【議決結果】投票総数　22票
　稗田美菜子：14票　石井伸之：8票　無効票：0票

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議

議 員
第15号

地方税財源の拡充に関する意見書(案)
提出者：青木健議員ほか6名。提出先：衆参両院議長、首相ほか5大臣。地方税の根本原則をゆがめる地方税の国税
化や不合理な偏在是正措置を進めず、地方の権限と責任に見合う地方税財源の拡充を求める。

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員
第16号

国民健康保険税率の改定に当たり、慎重な検討を求める決議（案）
提出者：尾張議員ほか2名。提出先：国立市長。運営協議会へ国保税の増税（3億円分）を諮問したことに対し、生
活実態等の分析、協議期間の半年以上の延長、モデル保険料を示した公聴会前の広報を求める。

× × × ○ × ○ ○ ○ ○

議 員
第17号

包括的な性暴力禁止法の早期制定を求める意見書（案）
提出者：上村議員ほか3名。提出先：衆参両院議長、首相、官房長官、法務大臣。性暴力被害者の尊厳と意思が尊重
され、必要な支援が提供されるよう、当事者の立場に立った包括的な性暴力禁止法の制定を求める。

〇 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員
第18号

婚外子差別撤廃を求める意見書（案）　
提出者：藤田議員ほか3名。提出先：衆参両院議長、首相ほか2大臣。陳情第20号の採択に基づくもの。 〇 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

陳　

情

陳 情
第16号 本町学童保育所の公設公営が維持された中での増設または改築を求める陳情の撤回について 撤回 陳情者より撤回の申し出があり撤回を承認

陳 情
第18号

マイナンバー制度導入延期を国に要請する意見書提出を求める陳情　
提出者：国立市民4名。1月からマイナンバー制度の運用開始が予定されているが、現場の混乱と職員の負担増、個
人情報漏えいの可能性が否定できないので、導入延期を国に要請する意見書の提出を求める。

× × × ○ × ○ ○ ○ ×

陳 情
第19号

情報連携が始まるまで、介護福祉現場での被害や混乱を防ぐためにマイナンバーの収集・記載を当面の間行わ
ないよう求める陳情
提出者：国立市民、ほか賛成署名者5名。マイナンバーの理解や管理が困難な高齢者、障害者のために、情報連携が
始まるまでマイナンバー収集や書類への記載を求めない旨の通知を介護福祉事業者に出すことを求める。

× × × ○ × ○ ○ ○ ×

陳 情
第20号

婚外子差別撤廃に関する陳情
提出者：なくそう戸籍と婚外子差別・交流会代表ほか2名。家督相続順序や婚外子相続差別規定が廃止された今、必
要ない出生届の嫡出・非嫡出の記載欄と、戸籍の続柄欄を廃止する戸籍法の改正を求める意見書の提出を求める。 

〇 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。ご覧ください。 国立市議会 検索

※ ※

（7）

（7）

（7）

（7） （2）

（7） （2）

（2）

（2）

（2）

選　

挙
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問
衆
議
院
議
員
選
挙
事
務
の
出

退
勤
の
記
録
が
無
い
が
、
ど
の

よ
う
に
確
認
し
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
改
善
策
は
。

答
担
当
課
が
各
投
開
票
所
責
任

者
か
ら
の
連
絡
を
記
入
し
た
も

の
で
確
認
し
た
。
今
後
は
出
勤

簿
を
つ
く
る
見
込
み
。

問
市
内
小
中
学
校
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
実
施
に
あ
た
り
、

内
容
変
更
に
よ
る
流
用
が
繰
り

返
さ
れ
た
が
、
補
正
す
べ
き
で

な
か
っ
た
か
。

答
時
間
的
に
仕
方
な
く
流
用
で

対
応
し
た
と
考
え
る
が
、
極
力

補
正
で
対
応
す
べ
き
。

問
歳
入
増
に
向
け
た
努
力
は
。

答
く
に
た
ち
未
来
寄
附
で
古
本

募
金
。
収
納
課
の
引
き
続
い
た

成
果
に
よ
る
維
持
向
上
。

問
行
政
財
産
使
用
料
が
伸
び
た

理
由
は
な
に
か
。

答
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事

業
が
立
ち
上
が
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
動
画
サ
イ
ト
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
関
係
各
社

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
ま
た
、

庁
舎
耐
震
工
事
が
終
了
し
撮
影

環
境
が
整
っ
た
。

問
多
摩
地
域
ト
ッ
プ
の
収
納
率

を
達
成
し
た
効
果
は
。

答
東
京
都
市
町
村
総
合
交
付
金

で
約
８
千
450
万
円
の
追
加
、
都

費
の
補
助
金
で
約
８
千
万
円
、

特
別
調
整
交
付
金
で
約
８
千
300

万
円
を
得
た
。

問
衆
議
院
議
員
選
挙
事
務
の
出

勤
記
録
の
改
善
策
は
。

答
【
市
長
】
平
成
28
年
の
参
議

院
議
員
選
挙
よ
り
記
録
す
る
。

問
滞
納
整
理
の
差
し
押
え
で
憲

法
上
の
保
障
は
ど
う
な
る
か
。

答
国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
最
低

生
活
基
準
や
社
会
保
険
料
を
考

慮
し
て
い
る
。

問
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入
れ

を
不
交
付
団
体
へ
の
移
行
を
考

え
見
送
ら
な
い
の
か
。

答
交
付
税
算
定
の
仕
組
上
、
後

年
度
の
負
担
を
考
え
る
と
借
り

る
べ
き
で
は
な
い
。

問
法
人
市
民
税
増
の
努
力
は
。

答
【
市
長
】
市
内
の
企
業
の
本

店
化
、
別
法
人
化
を
で
き
な
い

か
働
き
か
け
て
い
る
。

問
事
業
廃
止
の
検
討
結
果
は
。

答
市
民
へ
の
影
響
を
考
え
簡
単

に
廃
止
が
で
き
な
か
っ
た
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
85
％
が
市

外
で
あ
っ
た
理
由
は
。

答
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
特
典
品

を
選
ん
だ
結
果
と
思
う
。

問
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
が
過
去
最
大
規
模

と
な
っ
た
理
由
は
。

答
扶
助
費
の
増
加
、
谷
保
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
、
小
中
学

校
の
非
構
造
部
材
耐
震
化
事
業
、

都
市
基
盤
整
備
事
業
、
消
費
税

の
増
税
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付

金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
な
ど
。

問
流
用
及
び
充
用
の
状
況
と
そ

の
結
果
を
ど
う
見
る
の
か
。

答
流
用
件
数
は
平
成
23
年
度
か

ら
右
上
が
り
の
状
況
、
予
備
費

充
用
は
年
度
で
バ
ラ
つ
き
が
あ

る
。
原
則
と
し
て
補
正
予
算
で

対
応
し
た
い
。

問
学
童
保
育
所
育
成
料
及
び
延

長
保
育
料
で
債
権
放
棄
を
し
た

理
由
は
な
に
か
。

答
納
期
限
か
ら
５
年
以
上
経
過

し
た
古
い
債
権
で
、
今
回
は
私

債
権
と
し
て
放
棄
し
た
。

問
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答
市
内
22
歳
の
人
口
は
、
５
年

後
に
は
12
％
減
少
す
る
も
の
と

見
込
み
、
大
学
生
世
代
に
対
す

る
施
策
が
必
要
。

会計区分 歳　　入 歳　　出 差引残額
一般会計 288億1,313万2,534 284億5,419万4,625 3億5,893万7,909

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 72億2,642万2,338 72億5,864万9,544 △3千222万7,206
下 水 道 事 業 27億3,390万1,797 27億1,537万2,925 1千852万8,872
介 護 保 険 51億4,871万0,046 49億6,972万6,792 1億7,898万3,254
後期高齢者医療 15億9,404万8,012 15億5,625万5,399 3千779万2,613
小 　 　 計 167億308万2,193 165億4,660 2億307万7,533
合　　計 455億1,621万4,727 449億5,419万9,285 5億6,201万5,442

平成26年度各会計の決算状況 （単位：円）

歳　入 歳　出
市税
50.54%

民生費
45.69%

土木費
12.88%

教育費
11.54%

公債費
5.43%

諸支出金
2.22%

消防費
3.60%

その他
2.17%

衛生費
6.20%

総務費
10.27%

国庫支出金
15.70%
国庫支出金
15.70%

市債
3.02%
地方消費
税交付金
3.39%

諸収入
1.76% 繰越金

1.73%繰入金
2.79%

使用料及び
手数料1.73%

分担金及び
負担金1.04%

その他
3.54%

都支出金
14.76%

平成26年度一般会計歳入歳出決算額構成比 

決 算 特 別 委 員 会
一般会計決算及び各特別会計決算を認定

適正な事務執行と更なる財政改善を！！
新しい議会　４名　認定

　決算審査にあたり健全性、弾力
性、財政力のバランスをみながら
１将来を見据えた財政改革に努力
をしているか。２透明性の確保が
されているか。３歳入歳出につい
て適正な事務執行がなされている
かの３点を注視した。
　国民健康保険特別会計や下水道
特別会計へ多額の繰出金があるに
もかかわらず、国保会計を除き全
ての会計において実質収支は黒字。
その一方で単年度は約１億円の赤
字だったが繰越金の有効活用がな
された。経常収支比率は前年度比

0.3ポイント改善の95.8％。将来
世代へのつけを残さない姿勢が見
られた。財政力指数は単年度でも
0.99であり、自立自走の自治体
運営がなされつつある。事務執行
については事務事業評価の２次評
価後も適正な見直しがなされてい
ない事業が一部存在していること、
本来補正予算を組む所を多数の流
用で対応したことなどの事実は
あったが、改善の余地があること、
その後適切に事務執行を行ってい
ることから３つの観点すべてにお
いて概ね適正と判断し認定とする。

土木優先で福祉施策を削ってきた決算。バランスよい政策選択を
日本共産党　３名　不認定

　26年度は義務的経費である扶助
費の伸びは6.4％、普通建設事業
費は117.1％の伸び率。扶助費の
中心は憲法に基づく国の事業で全
国どこも伸びており、多くは国や
都からの補助金。その点を市民に
示さず、扶助費が市財政を圧迫す
るというのは問題。住民の福利と
いう自治体本来の役割から見れば、
扶助費の伸びを目の敵にはできな
い。特に26年度決算は都市計画
道路３・４・10号線延伸の土地買収
費が約11億円で普通建設事業費
が過去最大規模となった。一方、

財政難を理由に77歳の長寿祝金
約600万円を削減。これは民生委
員が高齢者宅を直接訪ね状況を伺
える機会で、祝金を渡す行為以上
に心通う意義あるものだった。多
大な税金で買収した都計道３・４・
10号延伸部分の活用は市民要望
の多い駐輪場や遊歩道などに利用
すべき。福祉を削り土木に偏重し
た一般会計・低所得者の差押えが
目立つ国民健康保険・制度を見直
すべき後期高齢者医療・消費税増
税を入れた下水道各特別会計は不
認定、介護保険特別会計は認定。

佐藤市政における行財政改革に今後も大きな期待をします
自由民主党・明政会　７名　認定

　平成26年は、佐藤市政一期目
最後の年であり、３期12年間続
いた革新市政によって赤字にされ
てしまった当市の財政をいかに黒
字という健全な状態へと改善でき
たかを検討する年であったが、少
子高齢化、人口減少化時代と言わ
れる中でも、財政改革審議会の設
置や行政評価システムの適正な運
用によって、対前年比でも0.3ポ
イント減の95.8%と着実な改善が
図られている点を高く評価するも
のである。しかしながら、全体と
して10億にものぼる不用額を生

んだことは、今後の予算編成にお
いてより適正な積算が必要である
と思う。
　そこで歳出について見てみると、
全体の約45％を占める民生費に
ついては、今後の圧縮が必要であ
ると思う。また、高齢化社会をしっ
かりと下支えするためにも、就業
世代の定住化が必要と考え、未就
園児自宅保育給付金を新設するこ
とを要望する。併せて地元商店街
がますます元気になるためにも、
地元経済団体との一層の強固な結
びつきを求め認定とする。

10月1日、2日、5日、6日開催
委員長：石井伸之、副委員長：尾張美也子

平成26年度決算に対する会派代表討論（要旨）平成26年度決算に対する会派代表討論（要旨）
≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計決算に対して≫≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計決算に対して≫
会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。

総
括
質
疑
と
歳
入

代
表
監
査
委
員
に
対
す
る

質
疑
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歳
出 

（
質
疑
）

総
務
費

総
務
費

問
時
間
外
勤
務
が
年
間
500
時
間

以
上
の
職
員
が
17
名
い
る
が
、

最
大
時
間
数
と
そ
の
増
加
理
由
、

今
後
の
対
策
は
。

答
最
大
時
間
数
は
709
時
間
、
市

民
ニ
ー
ズ
が
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
の
が
理
由
。
業
務
の
平
準

化
や
定
員
管
理
等
で
、
全
体
を

見
な
が
ら
弾
力
的
な
運
用
で
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
在
庫
管
理
に
つ
い
て
、
出
先

機
関
が
把
握
で
き
て
い
な
い
と

の
話
だ
が
、
庁
内
の
在
庫
管
理

で
完
結
す
る
考
え
か
。

答
出
先
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
す
る
の
は
難
し
い
。
住
民
が

直
接
管
理
す
る
施
設
で
は
課
題

が
残
っ
て
い
る
の
で
、
適
切
性

を
確
保
し
て
い
く
。

民
生
費

民
生
費

問
ひ
と
り
親
家
庭
児
童
訪
問
援

助
や
家
族
介
護
慰
労
金
な
ど
１

年
間
１
回
も
利
用
さ
れ
て
い
な

い
事
業
が
あ
る
が
、
今
後
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

問
特
定
健
康
診
査
ポ
イ
ン
ト
付

与
及
び
健
康
優
良
表
彰
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
交
換
率
と
ポ
イ
ン
ト

交
換
以
外
の
検
討
は
。

答
特
定
健
診
は
約
53
％
、
健
康

優
良
表
彰
は
約
31
％
。
現
在
、

商
工
会
と
「
く
に
た
ち
Ｓ
ｔ
ｙ

ｌ
ｅ
」
商
品
と
の
交
換
を
検
討

し
て
い
る
。

問
下
水
道
事
業
開
始
以
来
37
年

経
過
し
た
が
、
約
400
億
円
と
言

わ
れ
た
総
事
業
費
の
借
金
の
残

額
は
。

答
約
108
億
円
で
あ
る
。

答
有
効
性
が
あ
る
か
見
直
し
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。
制
度
の

既
得
権
益
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
事
務
事
業
を
執
行
し
て

い
き
た
い
。

問
中
央
線
高
架
下
保
育
園
の
設

置
で
は
、
電
磁
波
の
影
響
を
検

討
・
評
価
し
て
い
る
か
。

答
国
土
交
通
省
に
よ
る
環
境
測

定
で
は
問
題
が
な
い
。

問
生
活
保
護
の
不
当
利
得
の
収

入
未
済
額
が
91
件
残
っ
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
状
況
か
、
行
政

で
監
視
す
べ
き
で
は
。

答
過
払
い
し
た
分
は
使
っ
て
し

ま
い
、
負
担
が
大
き
く
返
せ
な

い
。
申
請
の
入
り
口
で
、
生
活

保
護
の
し
お
り
を
１
つ
１
つ
話

を
し
て
い
る
。

衛
生
費

衛
生
費

問
電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
器

は
過
去
２
回
修
理
し
て
い
る
が
、

有
料
化
が
必
要
で
は
。

答
平
成
26
年
か
ら
見
積
も
り
を

と
る
な
ど
し
て
導
入
や
料
金
設

定
を
検
討
し
て
い
る
。

商
工
費

商
工
費

問
ノ
ノ
ワ
に
入
る
事
業
者
に
よ

っ
て
は
地
元
商
店
の
死
活
問
題

と
な
る
が
、
地
元
事
業
者
は
入

れ
さ
せ
な
い
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
中
央
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
側

の
判
断
と
い
う
現
状
。
事
業
者

や
Ｊ
Ｒ
と
積
極
的
に
関
係
を
築

い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
地
図
や
写
真
、
紹
介
文
の
あ

る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、

駅
前
に
置
け
な
い
か
。

答
現
在
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
で
お
散
歩
マ
ッ
プ
を
作
成
中
。

ニ
ー
ズ
を
盛
り
込
み
、
駅
前
設

置
の
交
渉
を
し
た
い
。

土
木
費

土
木
費

問
国
立
駅
北
口
自
転
車
駐
車
場

の
契
約
の
交
渉
状
況
は
。

答
27
年
９
月
に
地
権
者
と
国
分

寺
市
長
の
間
で
駐
輪
場
の
契
約

を
更
新
し
な
い
と
の
確
認
が
な

さ
れ
、
国
立
市
は
廃
止
に
向
け

た
協
議
を
行
う
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
に

っ
こ
」
と
「
く
に
っ
こ
ミ
ニ
」

の
営
業
係
数
は
。

答
100
円
の
収
益
を
得
る
た
め
の

営
業
係
数
は
、
く
に
っ
こ
179
円
、

く
に
っ
こ
ミ
ニ
は
平
均
で
１
千

100
円
。

問
都
計
道
３
・
４
・
10
号
線
買

収
の
代
替
地
と
し
て
処
分
し
た

「
あ
さ
ひ
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の

土
地
開
発
公
社
か
ら
の
購
入
費

と
地
権
者
へ
の
売
り
渡
し
金
額

は
。

答
起
債
の
利
息
等
を
含
め
て
、

約
14
億
６
千
万
円
、
売
り
渡
し

額
は
４
億
円
で
あ
る
。

消
防
費

消
防
費

問
自
主
防
災
組
織
の
結
成
率

29
・
63
％
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
な
か
な
か
増
え
て
い
な
い
。

自
治
会
そ
の
も
の
の
組
織
率
も

低
く
、
こ
こ
数
年
は
新
し
い
組

織
が
で
き
て
い
な
い
。

問
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
に
配

慮
し
た
備
蓄
食
料
は
、
現
状
で

は
何
日
分
か
。

答
現
在
で
は
、
１
食
分
の
備
蓄

で
あ
る
。

教
育
費

教
育
費

問
図
書
館
シ
ス
テ
ム
運
用
に

４
千
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
利
便
性

が
向
上
し
た
の
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
別
の
施
設
で
管
理

さ
れ
て
い
た
資
料
が
検
索
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
構
築
モ
デ
ル
事
業
の
補
助

割
合
と
、
３
年
間
の
補
助
が
切

れ
た
後
の
対
応
は
。

答
補
助
割
合
は
10
分
の
10
。
４

名
の
雇
用
の
効
果
を
検
討
し
、

適
切
な
規
模
を
考
え
実
施
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
。

問
小
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
の
27
年
度
以
降
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
27
年
度
末
ま
で
に
は
全
校
終

わ
る
予
定
で
あ
る
。

問
ア
フ
タ
―
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
成
果
と
今
後
の
方
向

性
は
。

答
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
た
こ

と
が
一
番
の
成
果
。
今
後
は
全

校
に
拡
充
し
、
各
学
校
に
合
っ

た
指
導
方
法
、
指
導
内
容
を
検

討
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
経
て
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
は

賛
成
多
数
で
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

決
算

右
の
４
つ
の
特
別
会
計
は
す
べ

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
口
座
振
替
件
数
は
前
年
度
に

比
べ
多
少
増
え
て
い
る
が
、
増

や
す
努
力
は
。

答
口
座
振
替
を
推
奨
す
る
案
内

を
納
付
書
送
付
の
際
に
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
年
金
天
引
き
も

お
願
い
し
て
い
る
。

問
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の

約
51
％
に
つ
い
て
分
析
は
。

答
誕
生
月
に
応
じ
て
75
歳
以
上

の
高
齢
者
へ
個
別
通
知
し
て
い

る
が
、
通
院
等
で
定
期
的
な
検

査
等
は
受
け
て
い
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

各
特
別
会
計
決
算
へ
の
主
な
質
疑

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

これからも臨時財政対策債に頼らない財政運営を
公明党　３名　認定

　平成26年度は歳入・歳出共に
過去最大規模の決算となった。経
常収支比率は、前年度の96.1％
から95.8％となり0.3ポイント改
善した。市財政の健全化に向けた
努力の成果であり高く評価したい。
　平成25年度に引き続き平成26
年度も臨時財政対策債を借りずに
市財政を運営することができた。
市税収納率は98.93％で多摩26市
の中で、４年連続トップである。
市町村総合交付金の経営努力割や
東京都特別交付金における効果額
は２億4,000万円余りであった。

今後も市民に寄り添う徴税業務を
お願いする。矢川駅バリアフリー
化事業、小中学校の非構造部材の
耐震化事業など評価する。時間外
勤務は、平成26年度は７万5,506
時間と年々増加している。業務改
善による時間外勤務時間の削減と
共に、民間に任せられる業務は民
間委託へ取り組む検討が必要であ
ると考える。国立駅北口自転車駐
車場は平成27年９月から契約更
新をしないこととなった。今後の
行政運営は事業の先を見通しなが
ら判断し機敏な対応を要望する。

不必要な都市計画道路の整備より市民生活にお金を使うべきだ
社民党 １名　不認定

　国立駅東側ガード下の道を旭通
りまでつなぐ都計道３・４・10
号線に巨額の税金を使うより、市
道の修繕や私道の再舗装にお金を
使うべきだ。又、通学路の安全対
策のためにカーブミラーを設置し
たり、カラー舗装や横断歩道の塗

り直しをする等、立川警察と連携
して行うべき事業も沢山ある。都
計道３・４・３号線は農地の上に
計画された16ｍ道路だが、これ
を優先整備路線に認定している事
は、市の農地の保全と都市農業の
振興に反しており認められない。

国保税、これ以上の値上げは不可能！被保険者の実態把握せよ！
こぶしの木　１名　不認定

　市長室を作り人権・平和・男女
平等を市長直轄にしたことは評価
するが、更なる市民負担増を求め
たり、国立市の社会教育の歴史の
大切さの認識がない行財政改革は
認められない。元市長に対する裁
判は既に利子を含めて4,000万円

を超え、もはや求償を越えて制裁
であり認められない。国立駅南口
には旧駅舎復元より広場とホーム
から見渡せる大学通りの景観こそ
未来への遺産。'18年度から東京都に
移管される国保。もう値上げは限
界。被保険者の実態の検証急げ。

子どもたちに文教都市にふさわしい教育を！
みらいのくにたち　１名　認定

平成26年度各決算いずれも認定。
少子高齢化の進展で、個人市民税
が平成30年度には１億円、2030
年には８億円から13億円も減る
との市が予想している。 よって、
２点の努力が必要である。
１．事務事業精査等の行財政改革

２．生産人口を減らさない努力 
個別の施策に関しては、介護予防、
予防医療を充実させるなかでの地
域包括ケアの推進、子どもたちへ
の施策は日本への未来の投資と考
え、文教都市にふさわしい教育施
策の展開を要望する。

景観の住民自治を否定する裁判への公費投入は認められない
緑と自由の風　２名　不認定

　議会基本条例に基づく「緑と自 
由の風」会派の７つの理念から検
証した結果、一般会計、国保と高
齢者医療会計決算は認められない。
　最大の問題は、大学通り高層マ
ンション建設に絡み元市長への報
復裁判に公費を投入してきたこと
だ。この裁判は、開発業者と住民
の対立時に住民側に立った市政を
どう見るか、という意味がある。
高額請求を続け、現市政は建築紛
争でも住民の立場に立ち切れない。
　第２に、縮小と脱成長、超高齢
社会を前に、明確なまちのビジョ

ンを描けていない。政策のご都合
主義、財政の自転車操業、目先の
安易な市民負担に走っている。第
３に、市民全体をまきこみオープ
ンな議論で合意を練り上げる、と
いう発想が決定的に欠けている。
　国民健康保険会計については、 
主体的に市の持続可能な社会保障
のあり方を検証していない。
　後期高齢者医療会計については、
制度の抜本的な見直しを求める。
最後に、議会基本条例第８条に基
づき、新年度の予算編成に向けて
16項目の指摘・要望を行った。
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財
政
健
全
化
に
は
、
科
学
的
な

根
拠
に
基
づ
い
た
検
証
を
！

新
し
い
議
会　
　

渡
辺　

大
祐  

議
員

問
起
業
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
き
、
事
業
者
の
認
定

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
将
来
的
に
事
業
者
を
育
成

し
て
い
く
考
え
が
あ
る
。
応

募
者
の
中
か
ら
認
定
者
を
出

し
て
い
き
た
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

き
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
遅
延

等
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

国
立
市
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

答
国
立
市
に
お
い
て
は
全
戸

へ
の
配
送
作
業
は
既
に
終
了

し
て
お
り
、
市
民
生
活
へ
の

影
響
は
な
い
。
１
月
か
ら
の

発
行
に
向
け
混
乱
を
生
ま
な

い
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
広
報
紙
に
つ
き
、
今
後
定

量
化
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
市
の
発
行
す
る
広
報
紙
等

に
関
し
、
常
に
検
証
可
能
な

内
容
と
な
る
よ
う
調
査
を
工

夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
公
立
保
育
園
の
民
営
化
を

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
意
義

を
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
有
事
の
際
の
緊
急
保
育
や

私
立
保
育
園
へ
の
指
導
や
監

視
な
ど
の
役
割
が
あ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
更

に
多
方
面
か
ら
の
情
報
収
集

を
行
い
検
討
を
進
め
る
。

問
ご
み
袋
有
料
化
の
議
論
に

つ
き
、
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答
ご
み
問
題
審
議
会
か
ら
答

申
を
受
け
取
っ
た
。
今
後
、

市
民
へ
の
合
意
形
成
を
丁
寧

に
行
っ
て
い
く
。

教
育
格
差
を
子
ど
も
達
の
未
来
の

格
差
に
し
て
は
な
ら
な
い

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　

望
月　

健
一  

議
員

問
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
生
活

困
窮
家
庭
に
対
し
、
学
習
支

援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
来
年
度
よ
り
検
討
し
て
い

く
状
況
で
あ
る
。

問
離
婚
後
養
育
費
の
取
り
決

め
作
成
に
関
し
、
行
政
が
支

援
す
る
施
策
検
討
状
況
は
。

答
関
係
部
署
と
連
携
し
検
討

し
て
い
く
。

問
子
ど
も
の
貧
困
に
関
し
て

市
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

答
進
学
な
ど
の
選
択
肢
を
閉

じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
関
係
団
体
を
集
め
対

処
を
検
討
す
る
。

問
不
登
校
に
な
っ
て
か
ら
継

続
し
て
ひ
き
こ
も
り
に
な
る

例
も
あ
る
。
ひ
き
こ
も
り
者

の
支
援
に
関
し
て
、
教
育
委

員
会
と
福
祉
分
野
の
連
携
を

強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
教
育
長
】
不
登
校
の
子

ど
も
に
対
し
手
厚
い
早
期
対

応
を
福
祉
部
と
連
携
し
て
や

る
べ
き
と
考
え
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

を
よ
り
具
体
的
・
明
確
に
す

る
べ
き
だ
が
、
検
討
し
て
い

る
こ
と
は
あ
る
か
。

答
【
市
長
】
谷
保
原
風
景
保

全
基
金
と
教
育
基
金
の
立
ち

上
げ
を
考
え
て
い
る
。

問
性
的
少
数
者
差
別
を
な
く

す
条
例
制
定
の
検
討
は
。

答
男
女
平
等
・
男
女
共
同
参

画
条
例
策
定
の
中
で
取
り
上

げ
て
い
く
。

他
、
東
日
本
大
震
災
避
難
者

支
援
等
に
つ
い
て
質
問
。

員

い
じ
め
防
止
対
策
に
実
践
的
提
案

介
護
予
防
に
新
し
い
取
り
組
み
を

新
し
い
議
会　
　

石
井　

め
ぐ
み  

議
員

問
い
じ
め
防
止
対
策
に
24
時

間
利
用
で
き
、
子
ど
も
自
身

が
発
信
で
き
る
ア
プ
リ
を
導

入
で
き
な
い
か
。

答
電
話
よ
り
子
ど
も
に
と
っ

て
身
近
な
メ
ー
ル
や
ア
プ
リ

を
使
う
こ
と
は
有
効
と
思
わ

れ
、
先
行
す
る
杉
並
区
の
取

り
組
み
を
注
視
し
て
国
立
市

で
も
参
考
に
し
た
い
。

問
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

答
国
立
市
で
は
先
行
し
て
開

始
し
て
お
り
、「
生
活
援
助
」

な
ど
効
率
的
で
細
や
か
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

問
要
支
援
か
ら
卒
業
す
る
た

め
の
拠
点
作
り
と
楽
し
い
リ

ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

で
き
な
い
か
。

答
参
加
者
が「
良
く
な
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
や
気
軽
に
通
え
る
近

所
の
拠
点
作
り
を
進
め
た
い
。

問
図
書
館
で
の
乳
幼
児
の
一

時
預
か
り
が
で
き
な
い
か
。

答
子
育
て
支
援
の
関
連
部
署

と
連
携
し
、
で
き
る
方
策
が

あ
る
か
検
討
し
た
い
。

問
亀
山
市
で
導
入
し
て
い
る

Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
型
地
図
情
報
シ

ス
テ
ム
で
市
内
の
行
政
情
報

を
提
供
し
、
市
民
の
利
便
性

を
高
め
ら
れ
な
い
か
。

答
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い

地
図
情
報
を
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
潜
在
的
な
需
要
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
費
用
対
効

果
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

安
心
・
安
全
の
ま
ち
国
立
を
！

公
明
党　
　

青
木　

淳
子  

議
員

問
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
の

設
置
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

答
飼
い
主
の
負
担
も
少
な
く
、

定
期
的
な
人
の
目
に
よ
る
見

守
り
が
実
施
で
き
当
市
で
も

導
入
で
き
る
と
考
え
る
。
飼

い
主
に
貸
与
す
る
リ
ー
ド
カ

バ
ー
・
腕
章
な
ど
の
購
入
予

算
を
平
成
28
年
度
当
初
予
算

の
枠
組
み
の
中
で
検
討
す
る
。

問
自
転
車
安
全
利
用
推
進
の

為
に
当
局
の
考
え
を
問
う
。

答
市
内
の
自
転
車
走
行
空
間

を
整
備
し
、
一
橋
大
学
の
西

側
道
路
・
西
２
条
線
や
、
中

央
線
北
側
側
道
に
自
転
車
ナ

ビ
マ
ー
ク
を
設
置
予
定
。
北

大
通
り
の
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー

ク
の
設
置
を
検
討
。
自
転
車

対
策
審
議
会
に
お
い
て
道
路

交
通
法
の
遵
守
・
交
通
マ
ナ

ー
の
向
上
な
ど
自
転
車
の
交

通
安
全
の
推
進
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
研

修
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

答
専
門
の
医
師
に
よ
る
基
礎

知
識
や
食
事
療
法
・
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
へ
の

対
応
方
法
の
講
義
を
受
け
、

エ
ピ
ペ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
を
用

い
た
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

問
高
齢
者
が
外
出
先
で
倒
れ

て
し
ま
っ
た
時
に
活
用
で
き

る
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
外
出
版
―
安
心
カ
ー
ド
の

導
入
は
可
能
か
。

答
先
進
事
例
の
調
査
・
研
究

を
始
め
て
い
き
た
い
。

歯
科
検
診
普
及
と
市
制
50
周
年
事
業

に
御
当
地
ナ
ン
バ
ー
を

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
和 

祥
郎  

議
員

問
歯
科
検
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
市
広
報
活
動
の
充
実

が
で
き
な
い
か
。

答
市
報
20
日
号
の
保
険
コ
ー

ナ
ー
に
歯
科
医
師
会
と
調
整

し
成
人
歯
科
検
診
対
象
者
以

外
の
受
診
率
向
上
に
向
け
歯

科
健
康
策
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

問
子
育
て
支
援
か
ら
未
就
園

児
自
宅
保
育
給
付
金
の
新
設

が
で
き
な
い
か
。

答
対
象
者
は
１
千
130
人
で

５
千
円
か
ら
１
万
円
の
給
付

金
で
約
１
億
３
千
560
万
円
掛

る
。
今
後
「
す
く
す
く
子
ど

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で

給
付
制
度
も
検
討
す
る
。

問
市
の
各
種
審
議
会
や
報
告

会
、
子
育
て
応
援
宣
言
等
Ｐ

Ｒ
活
動
と
し
て
動
画
配
信
や

御
当
地
ナ
ン
バ
ー
制
作
の
検

討
が
で
き
な
い
か
。

答
各
審
議
会
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
は
議
会
と
調
整

し
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討
す

る
。
子
育
て
応
援
宣
言
は
広

報
全
体
と
し
て
検
討
す
る
。

Ｐ
Ｒ
動
画
は
短
編
映
像
と
し

て
積
極
的
に
進
め
る
。
御
当

地
ナ
ン
バ
ー
は
市
制
50
周
年

の
事
業
と
し
て
29
年
１
月
ま

で
に
制
作
す
る
。

問
大
学
通
り
自
転
車
レ
ー
ン

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
自
転
車
対
策
審
議
会
で
フ

ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
撤
去
相
互
通

行
、
路
面
整
備
を
検
討
す
る
。

他
、
国
立
市
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
特
徴
と
進
捗
状
況
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
た
。

員

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
重
視
の
国
立
市
を
目
指
す
！

日
本
共
産
党　
　

住
友　

珠
美  

議
員

問
生
活
保
護
基
準
を
適
応
し

て
い
る
準
要
保
護
世
帯
に
対

し
て
、
Ｈ
25
年
に
生
活
保
護

基
準
の
引
き
下
げ
が
あ
っ
た

が
影
響
は
あ
る
の
か
。

答
本
来
は
段
階
的
引
き
下
げ

の
影
響
を
受
け
る
状
況
が
あ

っ
た
が
、
回
避
す
る
た
め
に

Ｈ
27
年
度
は
変
更
前
の
基
準

額
を
適
用
し
た
。

問
学
校
と
家
庭
を
繋
ぎ
支
援

す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
今
後
さ
ら
に
必

要
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

答
今
後
よ
り
一
層
の
活
動
を

図
れ
る
よ
う
な
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
子
供
の
支
援
に
つ
い
て
も

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ

う
な
窓
口
は
で
き
な
い
か
。

答
第
３
次
子
ど
も
総
合
計
画

を
検
討
す
る
中
で
、
子
ど
も

総
合
相
談
窓
口
に
つ
い
て
も

庁
内
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
老
朽
化
し
て
い
る
生
活
道

路
の
抜
本
的
な
改
修
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

答
老
朽
化
の
進
行
に
対
し
て

改
修
が
追
い
付
い
て
い
な
い

の
が
現
状
。
今
年
度
は
西
第

２
条
線
を
実
施
、
Ｈ
28
年
度

は
西
第
３
条
線
を
予
定
。

問
介
護
報
酬
改
定
の
影
響
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

改
定
が
あ
っ
た
時
に
は
現
場

に
出
て
声
の
収
集
に
努
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

答
保
険
給
付
で
は
一
件
当
た

り
約
７
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。

声
の
収
集
は
今
後
検
討
す
る
。

赤
字
路
線
の
廃
止
を
！

新
し
い
議
会　
　

藤
江　

竜
三  

議
員

問
国
立
市
附
属
機
関
等
の
設

置
及
び
運
営
に
関
す
る
指
針

を
条
例
も
し
く
は
規
則
に
格

上
げ
で
き
な
い
か
。

答
要
綱
へ
の
格
上
げ
と
い
う

こ
と
で
全
面
的
に
改
正
す
る

方
針
を
持
っ
て
い
る
。

問
行
政
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト

や
調
査
に
お
い
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
り
、
よ
り
価
値
の

あ
る
分
析
が
で
き
な
い
か
。

答
平
成
28
年
度
の
研
究
・
検

討
課
題
と
し
た
い
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン

「
く
に
っ
こ
ミ
ニ
」
の
営
業

係
数
（
100
円
の
営
業
収
入
を

得
る
の
に
必
要
な
費
用
を
表

す
指
数
）
が
１
千
211
と
著
し

い
赤
字
だ
が
ど
こ
ま
で
が
許

容
範
囲
な
の
か
。

答
営
業
係
数
500
超
え
で
抜
本

的
な
見
直
し
を
行
う
。
現
在

３
ル
ー
ト
と
も
営
業
係
数
は

500
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら

地
域
公
共
交
通
会
議
で
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

問
国
立
市
の
農
地
や
緑
を
守

る
た
め
に
考
え
は
あ
る
か
。

答
谷
保
の
原
風
景
基
金
を
立

ち
上
げ
、
緑
地
を
市
で
買
い

取
り
公
有
化
す
る
施
策
に
よ

り
貴
重
な
財
産
を
保
全
し
て

い
く
。

問
消
費
税
の
改
定
に
と
も
な

う
市
の
一
定
の
考
え
方
を
示

せ
な
い
か
。

答
次
回
10
％
へ
の
増
税
時
に

お
い
て
は
一
定
の
考
え
方
を

求
め
る
中
で
適
切
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

市
政
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
を

農
商
工
振
興
の
起
爆
剤
と
す
べ
き

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
井 

伸
之  

議
員

問
平
成
29
年
元
日
国
立
市
は

市
政
施
行
50
周
年
を
迎
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
国
立
市
を

盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
。

答
平
成
29
年
11
月
記
念
式
典

を
実
施
す
る
。
子
供
達
の
記

憶
に
残
る
事
業
や
先
人
達
に

感
謝
し
未
来
を
語
る
場
に
す

る
と
共
に
、
他
市
の
皆
様
の

来
場
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問
東
京
国
立
白し

ろ

う
め
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
附
さ
れ

た
自
転
車
の
活
用
方
法
は
。

答
レ
ン
タ
ル
制
度
で
市
民
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

庁
内
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
公
共
施
設
の
建
て
替
え
で

民
間
や
他
市
と
の
連
携
は
。

答
民
間
・
他
市
と
の
協
働
・

連
携
を
含
め
組
織
の
垣
根
を

超
え
た
ア
イ
デ
ア
を
求
め
る
。

問
南
部
地
域
の
原
風
景
を
次

世
代
に
残
す
た
め
の
方
策
は
。

答
重
要
な
エ
リ
ア
は
、
市
で

購
入
し
て
い
く
手
法
が
最
も

確
実
と
考
え
『
谷
保
の
原
風

景
保
全
基
金
』
を
創
設
す
る
。

問
い
ざ
農
地
を
買
い
取
る
際

の
総
合
的
な
判
断
基
準
は
。

答
【
市
長
】
南
部
の
農
地
を

見
た
中
で
集
積
で
き
る
場
所

に
農
地
を
集
約
し
て
い
く
。

問
市
報
に
お
け
る
①
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
活
用
は
②
歯
科
及
び
口

腔
内
ケ
ア
の
情
報
提
供
は
。

答
①
が
ん
検
診
等
受
診
し
易

い
環
境
整
備
に
向
け
て
努
力

②
成
人
歯
科
検
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
て
歯
科
医
師
会

と
相
談
し
て
情
報
提
供
す
る
。

員員員

QQA＆一般質問一般質問   要旨・発言順 要旨・発言順
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夢
や
希
望
に
あ
ふ
れ
た
街
づ
く
り

政
策
で
市
内
に
好
循
環
を
生
む
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
谷 

俊
樹  

議
員

問
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、

自
治
体
と
し
て
事
業
も
人
も

縮
小
に
向
か
う
の
か
。

答
人
が
大
切
で
あ
る
事
は
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
人
が
よ

い
循
環
を
繰
り
返
す
事
に
よ

っ
て
国
立
市
の
持
続
性
を
維

持
し
て
い
け
る
と
考
え
る
。

問
市
道
富
士
見
台
406
号
線
は

矢
川
団
地
、
さ
く
ら
通
り
と

時
期
を
合
わ
せ
て
一
体
的
に

整
備
し
、
平
成
31
年
度
完
了

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
他
の
部
署
と
工
事
の
関
係

調
整
を
踏
ま
え
て
前
向
き
に

合
わ
せ
て
で
き
る
と
こ
ろ
で

の
整
備
を
務
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問
歴
史
的
な
背
景
を
も
と
に

開
催
さ
れ
て
い
る
旧
車
祭
が

３
年
後
歴
史
的
事
実
か
ら
110

年
を
迎
え
る
事
か
ら
、
産
業

発
祥
の
地
と
し
て
市
全
体
で

取
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。

答
【
市
長
】
市
の
催
し
物
に

さ
せ
て
頂
こ
う
と
い
う
こ
と

で
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
事
を
宣
言
す
る
。
新
た

な
燃
料
の
時
代
に
日
本
の
科

学
的
な
社
会
に
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
到
来
と
思
い
、
そ
の
機

運
に
乗
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

他
、
矢
川
駅
周
辺
の
整
備
、

さ
く
ら
通
り
整
備
事
業
、
ご

み
排
出
量
を
日
々
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
、

来
る
市
政
50
周
年
の
ロ
ゴ
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
、
を
質

問
。

員

「
国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
創
設
」
を

目
指
し
て
き
め
細
や
か
な
施
策
を

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

問
前
回
提
案
し
た
「
災
害
時

に
入
手
困
難
が
予
測
さ
れ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
児
対
応
の
粉
ミ

ル
ク
を
備
蓄
す
べ
き
」
に
対

す
る
検
討
状
況
を
問
う
。

答
災
害
時
緊
急
保
育
の
際
に

公
立
保
育
園
で
確
保
す
る
こ

と
を
検
討
し
災
害
時
対
応
の

備
蓄
と
し
て
12
缶
必
要
と
試

算
。
こ
れ
に
よ
り
保
管
し
て

い
る
保
育
園
児
の
他
、
各
避

難
所
な
ど
か
ら
の
要
請
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問
国
立
市
に
お
け
る
児
童
虐

待
の
早
期
発
見
と
予
防
の
具

体
策
を
問
う
。

答
「
国
立
市
子
ど
も
家
庭
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
」

を
設
置
し
庁
内
関
係
部
署
、

市
内
関
係
機
関
な
ど
子
育
て

支
援
に
関
わ
る
機
関
連
携
を

向
上
さ
せ
早
期
段
階
で
児
童

虐
待
の
発
見
に
つ
と
め
、
早

期
支
援
の
充
実
を
め
ざ
す
。

子
ど
も
達
に
直
接
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
る
事
業
も
検
討
す
る
。

問
在
宅
療
養
を
推
進
す
る
上

で
高
齢
者
は
突
然
状
態
が
変

化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
い
ざ

と
い
う
時
の
連
絡
先
を
わ
か

り
や
す
く
周
知
す
べ
き
で
は
。

答
夜
間
・
休
日
の
相
談
連
絡

先
の
み
の
チ
ラ
シ
を
老
人
ク

ラ
ブ
所
属
の
方
々
に
配
布
予

定
。
民
生
委
員
の
方
に
も
配

布
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

他
、
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と

拡
充
に
つ
い
て
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
。

議
員

国
民
健
康
保
険
の
将
来
に

危
機
感
を
持
つ
べ
き

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

青
木 

健  

議
員

問
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

の
今
後
の
見
込
み
は
。

答
保
険
給
付
費
の
決
算
見
込

み
は
、
平
成
27
年
度
約
49
億

円
、
平
成
30
年
度
に
は
約

53
億
円
と
予
測
。
ま
た
、
年

間
保
険
料
を
家
族
４
人
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
の
例
で
23
区
と

比
較
す
る
と
国
立
市
が
約

44
万
円
、
23
区
で
は
66
万
円

と
い
う
現
状
が
あ
り
、
今
後
、

都
道
府
県
が
保
険
者
に
な
る

時
に
は
、
約
６
億
円
程
度
の

負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
。

問
国
立
市
の
図
書
館
の
方
向

性
は
。

答
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活

用
し
た
地
域
協
力
型
の
図
書

館
運
営
と
考
え
て
い
る
。

問
国
立
駅
西
口
改
札
の
通
勤

・
通
学
時
間
帯
利
用
の
考
え

は
。

答
来
年
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
Ｊ
Ｒ
に
確
認
し
た
い
。

問
９
月
議
会
で
提
案
し
た
道

路
の
そ
の
後
の
状
況
は
。

答
地
権
者
と
商
業
関
係
者
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
確
認
し

な
が
ら
進
め
た
い
。

問
国
立
駅
東
側
施
設
に
喫
煙

場
所
を
併
設
で
き
な
い
か
。

答
設
置
の
予
定
は
な
い
。

問
45
％
を
占
め
る
民
生
費
の

圧
縮
も
必
要
で
な
い
か
。

答
民
生
費
は
今
後
も
伸
び
る

見
込
み
で
削
減
は
難
し
い
。

問
今
後
の
不
用
額
の
削
減
は
。

答
財
源
の
有
効
活
用
の
た
め

予
算
計
上
時
や
補
正
時
に
効

率
的
な
予
算
執
行
を
す
る
。

矢
川
北
団
地
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

間
取
り
増
設
を

公
明
党　
　

小
口　

俊
明  

議
員

問
矢
川
北
団
地
建
て
か
え
の

進
捗
は
。

答
１
期
工
事
は
28
年
４
月
頃

完
成
。
１
期
と
２
期
の
間
で

Ｃ
号
棟
が
29
年
春
頃
。
２
期

工
事
は
31
年
度
頃
を
予
定
。

問
住
民
最
優
先
を
前
提
に
、

矢
川
北
団
地
建
て
か
え
に
伴

う
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
間
取
り

の
設
置
要
望
に
つ
い
て
は
。

答
２
期
工
事
に
向
け
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
住
戸
増
設
を
都
に
要

望
し
て
い
く
。

問
地
域
公
共
交
通
会
議
で
の

検
討
の
経
過
は
。

答
青
柳
ル
ー
ト
は
終
日
30
分

間
隔
運
行
に
。
泉
ル
ー
ト
は

終
便
を
繰
り
上
げ
1
本
前
の

便
と
合
わ
せ
矢
川
駅
発
着
に
。

矢
川
・
東
ル
ー
ト
は
最
終
便

を
第
三
小
学
校
バ
ス
停
に
変

更
。
谷
保
ル
ー
ト
の
検
討
は

矢
川
駅
か
ら
第
三
中
学
校
周

辺
、
谷
保
駅
・
甲
州
街
道
・

矢
川
駅
、
谷
保
駅
か
ら
天
神

下
郵
便
局
南
側
周
辺
の
3
案

が
あ
り
短
期
間
の
試
行
を
考

え
て
い
る
。

問
北
多
摩
二
号
水
再
生
セ
ン

タ
ー
西
側
歩
道
の
通
学
路
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
の
街
路
灯
を

設
置
で
き
る
か
。

答
28
年
度
に
設
置
し
て
い
く
。

他
、
千ち

丑う
し

道み
ち

の
拡
幅
工
事
に

つ
い
て
、
地
域
公
共
交
通
会

議
に
福
祉
有
償
運
送
を
加
え

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て
そ
の
後
の
対
応
は
、
ぐ

る
っ
と
地
域
応
援
活
動
に
つ

い
て
を
質
問
。

市
民
生
活
を
守
る
為
に
市
民
の
声
を

良
く
聞
き
国
に
も
声
を
あ
げ
ろ

緑
と
自
由
の
風　
　

関
口　

博  

議
員

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取

り
時
に
全
て
の
人
に
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
の
か
。

答
身
分
証
明
書
の
写
真
と
本

人
が
あ
ま
り
に
も
違
う
場
合

使
う
。
デ
ー
タ
は
削
除
す
る
。

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
時

に
提
出
し
た
写
真
、
個
人
情

報
は
、
Ｊ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
や
印
刷

会
社
に
ど
の
よ
う
に
保
存
、

廃
棄
、
管
理
さ
れ
る
の
か
。

答
Ｊ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
は
、
15
年
間

保
存
し
廃
棄
。
印
刷
会
社
の

情
報
は
な
い
。
確
認
す
る
。

問
デ
ー
タ
保
管
方
法
は
、
第

三
者
機
関
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
る
の
か
。
又
、
漏
え
い
し

た
場
合
の
罰
則
は
あ
る
の
か
。

答
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
の

で
確
認
す
る
。

問
自
治
体
が
声
を
上
げ
な
け

れ
ば
、
国
は
ど
ん
ど
ん
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
ん
で
、

や
が
て
監
視
社
会
に
な
る
。

市
民
の
自
由
と
生
活
を
守
る

た
め
に
、
自
治
体
は
声
を
上

げ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
【
市
長
】
万
全
を
期
し
て

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て
、

最
低
限
の
生
活
が
で
き
る
分

の
ご
み
袋
は
無
料
配
布
す
る

超
過
従
量
制
に
す
れ
ば
、
減

量
目
標
も
明
確
に
な
り
、
生

活
困
窮
者
へ
の
配
慮
も
で
き

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
超
過
従
量
制
は
、
転
入
転

出
時
の
対
応
等
が
あ
り
単
純

重
量
制
（
全
て
有
料
袋
）
の

ほ
う
が
、
優
れ
て
い
る
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

国
登
録
文
化
財
保
護
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

遠
藤 

直
弘  

議
員

問
政
府
が
出
し
た
希
望
出
生

率
1.8
と
い
う
目
標
に
対
し
て
、

市
の
対
応
は
。

答
国
立
の
希
望
出
生
率
は
1.77
、

現
状
の
出
生
率
1.24
と
く
ら
べ

る
と
高
い
数
字
が
出
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
妊
娠
前

か
ら
安
心
し
て
出
産
、
子
育

て
を
希
望
す
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
。

問
矢
祭
町
で
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
出
産
祝
金
の
導
入
は

で
き
な
い
か
。

答
第
一
子
、
二
子
は
10
万
円
、

第
三
子
に
は
100
万
円
の
出
産

祝
金
を
出
し
て
い
る
が
100
％

国
の
補
助
金
。
市
で
は
適
用

さ
れ
な
い
し
、
祝
金
と
い
う

用
途
が
自
由
な
支
援
の
あ
り

方
が
よ
い
か
検
討
が
必
要
。

問
国
登
録
文
化
財
本
田
家
住

宅
主
屋
と
薬
医
門
の
価
値
と

今
後
の
対
応
は
。

答
都
内
最
古
の
六む

つ
ま
が
た

間
型
形
式

の
住
宅
で
あ
り
、
非
常
に
貴

重
な
文
化
財
だ
。
文
化
財
の

価
値
を
高
め
る
為
に
、
本
田

家
所
蔵
の
資
料
調
査
を
今
年

度
末
ま
で
予
定
し
て
い
る
。

問
国
登
録
文
化
財
で
は
財
政

的
な
援
助
が
受
け
ら
れ
ず
、

都
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に

資
料
調
査
を
行
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
蔵
の
資
料
調
査
は

今
回
の
調
査
で
終
わ
る
の
か
。

是
非
調
査
し
て
頂
き
、
判
断

し
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
の

延
長
を
希
望
す
る
。

答
蔵
の
調
査
は
価
値
の
判
断

も
含
め
て
手
付
か
ず
で
あ
る
。

員

子
供
が
多
い
ほ
ど
負
担
増
に
な
る

国
保
税
の
あ
り
方
は
見
直
す
べ
き

日
本
共
産
党　
　

尾
張　

美
也
子  

議
員

問
国
保
税
改
定
は
市
が
被
保

険
者
の
生
活
実
態
等
の
多
面

的
分
析
に
よ
り
諮
問
す
る
と

い
う
答
申
を
守
る
べ
き
だ
が
。

答
国
保
運
営
協
議
会
に
審
議

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
市
が
き
ち
ん
と
分
析
す
べ

き
だ
が
値
上
げ
理
由
の
医
療

費
増
は
国
立
だ
け
の
特
徴
か
。

答
高
齢
化
の
影
響
で
全
国
的

な
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。

問
国
立
市
の
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
ど
の
位
の
位
置
か
。

答
26
市
中
上
か
ら
24
番
目
。

問
国
保
は
協
会
け
ん
ぽ
等
と

違
い
子
供
に
も
税
が
掛
り
多

子
家
庭
ほ
ど
負
担
が
重
い
。

仕
組
み
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

答
国
保
基
盤
強
化
協
議
会
で

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問
所
得
400
万
円
の
子
ど
も
２

人
夫
婦
世
帯
の
国
保
税
額
と

け
ん
ぽ
の
自
己
負
担
額
は
。

答
国
保
は
37
万
７
千
400
円
、

改
定
後
47
万
７
千
600
円
。
協

会
け
ん
ぽ
は
32
万
５
千
710
円
。

問
国
保
差
押
え
の
６
割
194
件

が
所
得
200
万
円
未
満
だ
が
。

答
丁
寧
な
調
査
で
実
施
し
た
。

問
値
上
げ
よ
り
早
期
発
見
の

健
診
充
実
で
医
療
費
削
減
を
。

答
特
定
健
診
の
充
実
を
図
る
。

問
公
立
保
育
園
の
意
義
は
。

答
子
供
や
家
庭
の
状
態
を
直

接
把
握
で
き
る
ア
ン
テ
ナ
。

問
分
別
施
策
徹
底
に
よ
る
国

立
ら
し
い
ご
み
減
量
施
策
を
。

答
有
料
化
が
効
果
的
だ
。

他
、
北
側
道
の
ベ
ン
チ
等
設

置
、
障
が
い
者
施
策
を
質
問
。

中
央
線
側
道
の
安
全
対
策
を
急
げ

社
民
党　
　

藤
田　

貴
裕  

議
員

問
中
央
線
側
道
の
安
全
対
策

は
ど
う
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
交
通
量
調
査
を
行
い
そ
の

結
果
を
も
と
に
立
川
警
察
へ

信
号
機
の
設
置
の
要
望
と
協

議
を
行
っ
た
。
立
川
警
察
か

ら
は
、
旧
２
条
踏
切
、
５
条

線
、
旧
国
立
踏
切
に
つ
い
て

信
号
機
設
置
の
方
向
で
警
視

庁
へ
上
申
を
行
っ
て
い
る
と

回
答
を
得
た
。
市
と
し
て
は

早
期
設
置
を
要
望
し
て
い
る

が
設
置
時
期
は
未
定
。
旧
４

条
踏
切
は
基
準
で
あ
る
往
復

交
通
量
以
下
の
た
め
見
送
ら

れ
た
と
考
え
る
。

問
谷
保
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

い
つ
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答
２
点
の
問
題
が
生
じ
て
工

期
の
延
長
を
行
っ
た
。
Ｈ
28

年
10
月
か
ら
利
用
開
始
と
Ｊ

Ｒ
か
ら
聞
い
て
い
る
。

問
東
京
都
は
旧
八
交
機
跡
地

を
ど
の
様
に
活
用
す
る
の
か
。

答
問
い
合
わ
せ
た
所
、
北
側

の
青
柳
住
宅
と
併
せ
て
利
用

を
検
討
中
と
の
事
だ
が
、
具

体
的
な
利
用
方
法
は
決
ま
っ

て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

３
号
線
は
農
地
の
上
に
計
画

さ
れ
た
道
路
な
の
で
、
優
先

整
備
路
線
に
な
っ
て
い
る
事

は
、
市
の
農
地
保
全
の
考
え

に
反
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
土
地
区
画
整
理
の
手
法
で

農
地
の
保
全
を
図
る
。

他
、
北
３
丁
目
の
中
央
線
高

架
工
事
ヤ
ー
ド
跡
地
の
活
用

は
で
き
な
い
か
質
問
。
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　午前10時から、市長の施政方針表明に対する、会派代表質問
を土曜議会で行います。どなたでもご覧になれますので、是非、
国立市議会議場にお越しください。
　なお、インターネット中継（ＰＣ・スマホ・タブレット）でも
ご覧いただけますのでご利用ください。

　議会基本条例に位置づけられた意見交換会を初
めて開催し、のべ48人が参加しました。
　３つのテーマで集められた意見は、各委員会で
まとめ、今後の政策形成に活かします。詳細は、
市議会ホームページに掲載された報告書をご覧下
さい。

●総務文教委員会
「公共施設の統廃合について」
●建設環境委員会
「ごみの有料化は是か非か！？」
●福祉保険委員会
「しょうがいしゃがあたりまえに暮らすまちくに
たち条例について」

土曜議会
傍聴にお越しください

市民と議会の意見交換会を11月6日、7日に開催しました

『
小
中
学
生
の
医
療
費
』
の
所
得

制
限
撤
廃
の
更
な
る
拡
大
を

公
明
党　
　

中
川　

喜
美
代  

議
員

問
「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
」
の
創
設
を
。

答
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
す

る
。

問
「
小
中
学
生
の
医
療
費
」

の
所
得
制
限
撤
廃
の
拡
大
を
。

答
【
市
長
】
小
学
６
年
生
ま

で
撤
廃
し
た
い
と
考
え
る
。

問
大
地
震
が
発
生
し
、
自
宅

が
損
壊
し
た
場
合
、
市
内
小

中
学
校
の
体
育
館
や
校
舎
を

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
が
、

開
校
時
間
外
の
開
設
は
。

答
指
定
参
集
職
員
を
割
り
当

て
、
普
段
か
ら
校
門
と
体
育

館
の
カ
ギ
を
持
た
せ
て
い
る
。

問
避
難
所
の
照
明
対
策
は
。

答
投
光
器
は
各
校
約
２
台
利

用
可
能
と
な
る
。
電
池
式
の

照
明
器
具
の
配
備
も
検
討
。

問
避
難
所
の
ト
イ
レ
対
策
は
。

答
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
平

成
28
年
度
に
二
小
に
12
基
、

平
成
30
年
度
ま
で
に
五
小
と

六
小
と
三
中
に
35
基
設
置
の

計
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
前

倒
し
の
方
向
で
検
討
す
る
。

問
避
難
所
の
飲
料
水
、
食
料

や
毛
布
な
ど
の
備
蓄
物
資
対

策
は
十
分
か
。

答
飲
料
水
は
各
校
に
受
水
槽

が
あ
り
、
10
ト
ン
以
上
確
保

で
き
る
。
食
料
は
避
難
者
想

定
人
数
、
約
４
万
２
千
人
に

対
し
て
１
食
分
し
か
な
い
。

ア
ル
フ
ァ
米
を
中
心
に
計
画

的
に
備
蓄
し
て
い
く
。
毛
布

は
約
１
万
枚
備
蓄
し
て
い
る
。

他
、
避
難
所
運
営
委
員
会
に

つ
い
て
質
問
。

４
月
の
電
力
自
由
化
を
チ
ャ
ン
ス
に

ま
ち
ぐ
る
み
で
気
候
変
動
対
策
を

緑
と
自
由
の
風　
　

重
松　

朋
宏  

議
員

問
90
年
以
降
、
原
発
を
増
や

し
た
日
本
は
温
室
効
果
ガ
ス

を
11
％
増
や
し
、
原
発
ゼ
ロ

に
向
か
う
ド
イ
ツ
は
26
％
減

ら
し
た
。
国
立
市
は
ど
う
か
。

答
90
年
21
万
ｔ
↓
00
年
26
万

ｔ
↓
12
年
29
万
ｔ
。
民
生
部

門
が
65
％
増
で
、
家
庭
対
策

に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

問
90
年
か
ら
26
％
増
だ
が
、

数
値
目
標
を
入
れ
た
削
減
計

画
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
環
境
基
本
計
画
に
あ
る
指

針
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。
市

域
の
削
減
計
画
は
、
他
市
の

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
18
年
の
国
民
健
康
保
険
の

広
域
化
以
降
、
市
独
自
の
困

窮
者
対
策
や
一
般
会
計
か
ら

の
赤
字
補
填
は
で
き
る
の
か
。

答
困
窮
者
対
策
は
今
後
も
市

町
村
が
担
う
。
赤
字
補
填
の

可
否
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

保
険
料
は
23
区
を
参
考
に
調

整
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

問
西
２
丁
目
の
地
区
計
画
提

案
を
受
け
、
丁
寧
・
慎
重
な

住
民
合
意
を
ど
う
つ
く
る
か
。

答
合
意
形
成
が
図
ら
れ
ず
、

地
区
計
画
は
不
必
要
と
判
断

し
た
。
今
後
ま
ち
づ
く
り
条

例
が
で
き
れ
ば
、
内
容
を
変

え
て
合
意
形
成
し
、
ル
ー
ル

を
作
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
家
庭
ご
み
①
単
純
有
料
化

と
②
一
定
無
料
で
超
過
量
が

有
料
化
の
、
各
減
量
効
果
は
。

答
①
近
隣
の
導
入
21
市
平
均

で
18
・
5
％
減
、
②
導
入
15

市
の
平
均
で
19
・
2
％
減
。

保
育
園
の
増
設
・
中
小
商
店
の

商
工
振
興
・
谷
保
駅
の
工
事
対
策

日
本
共
産
党　
　

高
原　

幸
雄  

議
員

問
保
育
園
待
機
児
童
対
策
の

市
の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答
Ｈ
27
年
10
月
の
待
機
児
童

数
は
181
名
。
28
年
４
月
か
ら

定
員
60
名
の
認
可
保
育
園
を

開
設
し
、
ゼ
ロ
歳
児
18
名
、

１
歳
児
21
名
、
２
歳
児
21
名

の
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
。

Ｈ
29
年
か
ら
31
年
に
、
認
可

保
育
園
２
ヵ
所
、
認
証
保
育

園
の
認
可
化
を
２
ヵ
所
考
え

て
い
る
。

問
中
小
商
店
の
経
営
を
守
る

商
業
振
興
策
に
つ
い
て
問
う
。

９
階
建
て
商
業
ビ
ル
の
建
設

と
Ｊ
Ｒ
中
央
ラ
イ
ン
モ
ー
ル

商
業
施
設
の
出
店
で
市
内
商

店
へ
の
影
響
は
。

答
商
業
ビ
ル
の
建
設
は
、
１

つ
の
案
を
示
し
た
も
の
。
高

架
下
の
出
店
は
来
年
４
月
か

ら
の
開
業
で
27
店
舗
の
計
画
。

今
後
、
く
に
た
ち
活
性
化
協

議
会
で
協
議
す
る
。

問
谷
保
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
の
工
事
の
遅
れ
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
２
つ
の
原
因
で
お
く
れ
た
。

今
後
は
、
跨
線
橋
の
南
口
階

段
の
改
修
と
ラ
チ
外
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
を
同
時

に
進
め
Ｈ
28
年
10
月
中
に
使

用
開
始
を
す
る
こ
と
で
進
め

る
。

問
大
学
通
り
と
さ
く
ら
通
り

交
差
点
に
青
色
信
号
延
長
押

し
ボ
タ
ン
の
設
置
は
。

答
今
年
度
中
に
設
置
の
計
画
。

他
、
学
童
保
育
所
の
施
設
整

備
計
画
に
つ
い
て
質
問
。

政
策
経
営
課
は
公
民
館
の
建
物
の

特
徴
も
知
ら
ず
に
評
価
す
る
な
！

こ
ぶ
し
の
木　
　

上
村　

和
子  

議
員

問
国
立
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
大
型
化
し
た
経
過
を
記
し

た
プ
レ
ー
ト
設
置
に
関
し
、

陳
情
を
出
し
た
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
団
体
と
Ｊ
Ｒ
と
の
懇
談

会
は
実
現
で
き
そ
う
か
。

答
市
長
、
担
当
部
が
同
席
の

も
と
に
開
か
れ
た
会
を
要
望

し
了
解
の
返
答
を
得
た
。

問
各
種
審
議
会
の
委
員
へ
の

選
任
、
会
議
録
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
の
委
員
名
の
情
報

公
開
の
整
理
は
で
き
た
か
。

答
公
募
市
民
の
ダ
ブ
り
は
な

い
よ
う
に
留
意
し
、
職
員
と

委
員
の
兼
任
は
嘱
託
職
員
、

臨
時
職
員
を
含
み
充
て
職
を

除
き
就
任
し
な
い
。
会
議
録

で
の
委
員
名
の
明
示
と
委
員

名
簿
の
公
表
も
１
月
ま
で
に

指
針
に
明
文
化
。

問
外
国
籍
市
民
懇
談
会
は
傍

聴
し
て
感
動
し
た
が
総
括
は
。

答
自
主
的
に
11
名
の
職
員
が

参
加
。
外
国
籍
市
民
へ
の
人

権
問
題
が
今
な
お
存
在
す
る

現
状
を
認
識
し
、
差
別
や
偏

見
を
な
く
す
取
り
組
み
も
進

め
て
い
く
必
要
あ
り
。

問
政
策
経
営
課
が
社
会
教
育

へ
の
認
識
が
な
い
中
で
公
民

館
の
事
務
事
業
評
価
や
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針
を

つ
く
る
こ
と
は
問
題
で
は
。

答
正
直
、
一
回
も
担
当
課
と

話
し
合
っ
て
い
な
い
。

他
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
Ｄ
Ｖ
や
女

性
の
貧
困
へ
の
取
り
組
み
、

女
性
嘱
託
職
員
の
正
職
員
化

へ
の
検
討
に
つ
い
て
質
問
。

『
陳
情
第
16
号
本
町
学
童
保

育
所
の
公
設
公
営
が
維
持
さ

れ
た
中
で
の
増
設
ま
た
は
改

築
を
求
め
る
陳
情
』
の
撤
回

が
第
４
回
定
例
会
本
会
議
で

承
認
さ
れ
た
。

　

12
月
14
日
福
祉
保
険
委
員

会
に
お
い
て
、
石
井
伸
之
委

員
長
よ
り
経
過
報
告
が
あ
っ

た
。

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て

継
続
審
査
と
な
っ
た
本
陳
情

の
解
決
方
法
を
求
め
、
福
祉

保
険
委
員
会
と
し
て
９
月
25

日
放
課
後
に
国
立
第
一
小
学

校
と
本
町
学
童
保
育
所
を
視

察
し
た
。
平
成
27
年
度
、
学

童
保
育
所
で
集
会
室
を
借
用

し
て
い
る
が
、
更
に
第
一
小

学
校
へ
負
担
を
か
け
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
学
童
保
育

所
で
は
狭
い
室
内
で
児
童
が

ひ
し
め
い
て
い
る
実
情
が
あ

る
の
で
解
決
方
法
を
見
出
せ

る
よ
う
努
力
を
お
願
い
し
た

い
と
市
当
局
へ
伝
え
た
。
本

町
学
童
保
育
所
整
備
に
つ
い

て
庁
内
で
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
10
月
29
日
に
本
町
学
童

保
護
者
に
対
し
て
、
既
存
学

童
保
育
所
の
南
側
に
新
施
設

を
建
設
し
定
員
増
に
対
応
す

る
と
の
説
明
が
さ
れ
た
。

　

11
月
10
日
陳
情
者
よ
り
陳

情
撤
回
の
連
絡
と
共
に
、
福

祉
保
険
委
員
会
へ
の
感
謝
の

意
と
新
施
設
建
設
実
現
へ
の

協
力
要
請
が
あ
っ
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

住
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　

青
木
淳
子
議
員
（
公
明

党
）
の
住
所
が
変
わ
り
ま

し
た
。

　

新
住
所

　

東
１
―
19
―
36

※ 

各
議
員
の
住
所
等
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

支
援
が
行
き
届
く
体
制
の
構
築
を
！

新
し
い
議
会　
　

稗
田　

美
菜
子  

議
員

問
若
者
に
対
す
る
す
べ
て
の

支
援
と
課
題
は
。

答
教
育
相
談
室
の
相
談
業
務
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
支
援
、
公
民
館

に
お
け
る
自
立
に
課
題
を
抱

え
る
若
者
支
援
な
ど
。
学
校
、

家
庭
な
ど
関
係
各
署
と
連
携

を
と
っ
て
も
解
決
に
時
間
が

か
か
る
ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向
。

問
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
増
員
だ
け
で
解
決

す
る
の
か
。

答
増
員
だ
け
で
は
し
な
い
。

関
係
機
関
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
を
強
く
し
、
効
果
を
検

証
し
な
が
ら
体
制
整
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

問
児
童
虐
待
の
現
状
と
分
析

と
、
そ
の
対
策
と
し
て
ど
の

よ
う
に
親
へ
支
援
を
行
な
っ

て
い
る
か
。

答
保
護
解
除
後
も
児
童
福
祉

司
等
に
よ
る
家
庭
訪
問
な
ど

地
域
で
の
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
。

問
ケ
ー
ス
会
議
終
了
後
の
家

庭
支
援
の
専
門
員
の
資
格
要

件
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答
看
護
師
資
格
を
有
し
て
い

る
。
一
緒
に
子
育
て
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
。

問
妊
産
婦
支
援
の
効
果
と
課

題
は
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
っ

て
は
電
話
連
絡
や
訪
問
支
援

な
ど
。
面
接
が
出
来
ず
把
握

で
き
て
い
な
い
件
数
も
あ
る
。

他
、
が
ん
検
診
・
認
知
症
支

援
を
質
問
。

陳
情
第

陳
情
第
1616
号　

本
町
学
童
保
育
所
の
公
設
公
営
が

号　

本
町
学
童
保
育
所
の
公
設
公
営
が

維
持
さ
れ
た
中
で
の
増
設
ま
た
は
改
築
を
求
め
る
陳
情

維
持
さ
れ
た
中
で
の
増
設
ま
た
は
改
築
を
求
め
る
陳
情

【
撤
回
・
経
過
報
告
】

土
2
27
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